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本日の内容

宮城県医療機器販売業協会（以下、協会）の立場から

・協会について

・宮城県ストーマケア災害対策委員会（以下、委員会）への参画

委員会事務局の立場から

・設立後の活動の実際

・今後の取り組み



宮城県内（主に仙台市）に事業所を置く、

医療機器販売業者（現在37事業所）が

加盟する任意団体。

協会について

総合商社や分野に特化した

医療機器販売業者が加盟。



協会の社会的使命

いつ・いかなる時も

医療機器・医療材料を安定して

医療機関にお届けする。

大規模災害時においても

使命遂行に全力を尽くす。

「安定供給」



協会における主な災害対策

•災害時における宮城県との協定

2010年6月 「災害時における医療機器等の確保に関する協定」締結。

•災害時の流通システムの構築

上部団体（一社）日本医療機器販売業協会の流通システムで

広域からの流通を確保。

協会員の車両（約300台）に「緊急通行車両等事前届出書」を取得し、

宮城県内の流通を確保。



協会の立場から

委員会への参画



ストーマ保有者への支援体制の構築

宮城県保健福祉部

障害福祉課

（ストーマ装具）

相談

介入を
相談

県との協定
医療機器の調達
機器の修理点検

薬務課

（医療機器）
発起人

熊谷WOCN
協会

柴田災害対
策委員長
（当時）

協会
理事会

災害対策委
員会



支援体制における協会の役割

①ストーマ支援物資集積所の提供

②拠点病院へのストーマ支援装具の搬送

③委員会の事務局



委員会
ストーマ支援物資提供決定

協会
ストーマ支援物資集積所の提供
搬送先毎に振り分け
医療施設へ搬送

※共助として実施

出典：宮城県におけるストーマ保有者のための災害対策マニュアル

一次支援での役割



二次支援での役割

宮城県
災害協定下での要請

協会
要請されたストーマ装具の調達
指定された場所への搬送

※公助として実施

委員会
二次支援への切替決定

出典：宮城県におけるストーマ保有者のための災害対策マニュアル



支援体制の詳細はJSSCRのWEBサイトを参照ください。



委員会事務局の立場から

設立後の活動の実際



構築した支援の周知

• ストーマ保有者（支援対象者）への周知に「マニュアル」作成。

• 「マニュアル」配布の告知用にポスター、リーフレット作成。

財源：寄付、広告収入、グッズ販売



マニュアルの配布方法

• マニュアルの配布窓口は市町村に設置←障害福祉課の協力。

•事務局が各市町村・担当課へ訪問して支援内容と配布を依頼。

（35市町村）

• 2021年4月 宮城県保健福祉部障害福祉課のホームページより

ダウンロードが可能。



周知の流れ

委員会・WOCN ポスター掲示、リーフレット配布

↓

県 ポスター掲示、市町村へ協力要請

↓

市町村 ポスター掲示、マニュアルの配布

↓↑

ストーマ保有者 市町村窓口で受取

※周知の機会を多くすることでストーマ保有者が受け取れる!!



宮城県（市町村）による情報提供

ストーマ保有者 給付券手続き

↓

市町村・県 手続きを行った人数・装具の情報

↓

委員会事務局 情報の整理

↓

委員会 一次支援のストーマ支援物資の数を決定

注意：ストーマ保有者用マニュアルの在庫状況、市町村での引継状況の確認



個人備蓄・分散保管の啓蒙

出典：宮城県におけるストーマ保有者のための災害対策マニュアル



メディア掲載

河北新報（みやぎ版）
平成26年10月13日 朝刊掲載

朝日新聞（宮城県版）
平成26年10月17日 朝刊掲載



災害時の活動①

2015.4 蔵王噴火勧告

2015.9 台風18号

•勧告地域のストーマ保有者への関連自治体・
基幹病院WOCNの連携による支援

•個別訪問による細やかな対応

•支援物資の準備

•浸水した病院の支援：支援物資供給

•自治体から被災状況と対応報告

•被災地域避難所のストーマ保有者の支援

「在庫も黄色い手帳（ストーマ保有者のための災害対策マニュアル）が

あるから大丈夫」との声が聞かれる。



災害時の活動②

2019.10 台風19号 •県南地域（丸森町）町全体の浸水、県北地域

（大郷町）冠水

• WOCN、販売店により避難所、訪問看護ステー

ションの状況確認

•日本看護協会災害支援NSと連携し、避難所の

ストーマ保有者を支援

• ストーマ装具が濡れて使用できないストーマ保

有者が多数 →ストーマ外来で支援

•販売店、メーカーによる支援（サンプル・1ヵ月

の無料提供）



災害時の活動③

2021.2
福島･宮城県沖地震

2022.3 福島県沖地震

•断水（塩釜市・多賀城市）

→塩竈地区WOCN対応

販売店、ストーマメーカーにスキンケア用品

の協力を得る。

•被害確認なし

2022.7 宮城県豪雨 • ストーマ装具が濡れて使用できないストーマ
保有者へ販売店、メーカーによる支援（1ヵ月
の無料提供）



委員会の成果はJSSCRのWEBサイトを参照ください。



災害時の活動のまとめ

これまで調達・運搬を行った災害は、水害による装具の浸水である。

→分散保管をすることで安心につながる。

• 委員会と連携した情報収集

• ストーマ保有者へのきめ細やかな支援
WOCN

• 委員会に被害情報の提供自治体

• 委員会の指示でストーマ保有者への被害確認

• ストーマ保有者へのストーマ支援物資の調達・運搬
販売店



委員会事務局の立場から

今後の取り組み



１．自治体への周知の継続。

２．委員会活動のサポート。
•一次支援のストーマ支援物資数を決定するための情報収集・更新
•委員会・ＷＧの連絡先の情報更新
•委員長、副委員長が円滑に活動できるようサポート

３．継続的な支援のための資金調達。

４．ストーマ保有者への周知と共に一般への広報を検討。

５．販売店への協力を要請。
• ストーマ保有者へ備蓄・分散保管の周知
•一時ストーマ保有者に対しての防災意識の強化
• WOCNのいない医療施設への周知

今後の取り組み


	冒頭
	スライド 1: 宮城県ストーマケア災害対策における
	スライド 2
	スライド 3: 本日の内容

	協会について
	スライド 4: 協会について
	スライド 5: 協会の社会的使命
	スライド 6: 協会における主な災害対策

	参画
	スライド 7: 委員会への参画
	スライド 8: ストーマ保有者への支援体制の構築
	スライド 9: 支援体制における協会の役割
	スライド 10
	スライド 11: 二次支援での役割
	スライド 12: 支援体制の詳細はJSSCRのWEBサイトを参照ください。

	実際
	スライド 13
	スライド 14: 構築した支援の周知
	スライド 15: マニュアルの配布方法
	スライド 16: 周知の流れ
	スライド 17: 宮城県（市町村）による情報提供
	スライド 18: 個人備蓄・分散保管の啓蒙
	スライド 19: メディア掲載
	スライド 20: 災害時の活動①
	スライド 21: 災害時の活動②
	スライド 22: 災害時の活動③
	スライド 23: 委員会の成果はJSSCRのWEBサイトを参照ください。
	スライド 24: 災害時の活動のまとめ

	今後の取り組み
	スライド 25
	スライド 26: 今後の取り組み


